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NO YES

心臓マッサージ再開

気管チューブ固定

NO

ただちに気管チューブ抜去

いずれかに問題あり ともに問題なし

NO

失敗したのは
何回目の試行か *5

２回目

YES５点聴診で
呼吸音は *3

指導医へ報告
気管挿管下のCPRで

医療機関へ搬送

指導医へ報告
他の気道確保法で

CPRを継続し
医療機関へ搬送

気管挿管再施行 *6
YES 気管チューブ内

結露位置確認器具で
問題は *4

ＣＰＲ中断

カフにエア注入

CPR 30秒間

１回目

声門の確認
（BURP法）

 *2

気管チューブの挿入

上腹部聴診
胸壁の動き観察

開口操作・喉頭展開 *1

医師の指示

気管挿管プロトコール

安全で確実に挿管できる場所へ移動

スニッフィングポジション

気管挿管の物品準備
*1 この時点で異物を見つけたら、吸

引やマギル鉗子で除去

*2 声門の確認とはほぼ全体が視認

できることで、30秒以上かかる場合

は断念するかCPRにいったん戻り、

もう１回だけ再試行

ＢＵＲＰ法（Ｂackwards Ｕpwards 

Ｒightwards Ｐressureの略）

*3 確信がもてない場合は喉頭鏡で展

開し声門を通過しているか確認

*4 単独では100％正確ではないので

他の所見と合わせて総合的に判断

する

*5 喉頭展開と気管挿管の試行は原

則として合計で２回までとする

*6 失敗の原因を考え、スニッフィング

ポジションの修正やスタイレットの曲

がりを工夫する


